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チーム編成後の流れ

1. チームで研究テーマを設定する。

2. 研究テーマに関する先行研究を調べ、「問い」を立てる。

3. 「問い」をもとに、リサーチクエスチョンを立てる。

4. リサーチクエスチョンに対して「仮説」を立てる。

5. 仮説検証のための調査方法を検討し、計画する。

6. 調査を実施して、仮説を検証する。

7. 調査結果をもとに分析・検討・考察し、まとめる。

研
究
計
画

研究報告

まずは研究計画を立て、「研究計画書兼報告書」にまとめる。



これからの予定（各回のおおよその目標）

12月11日(木) 6限 リサーチクエスチョンの導出→明確化

12月18日(木) 6限 仮説を立てる 　　　　概要説明

 1月 8日(木) 6限 仮説を立てる

 1月29日(木) 6限 仮説の検証方法の検討 スライド準備

 2月 5日(木) 6限 　↓ 　↓　　要項発表

 2月12日(木) 6限 研究計画書の整理 スライドの完成

 2月19日(木) 6限 中間発表の準備　 リハーサル

 2月26日(木) 5・6限 専門的課題研究中間発表会



専門的課題研究中間発表会 (2/26)

研究計画書

(1)-(4)部分

発表内容

今年度の課題研究の集大成！

次年度に向けて研究の質を高めよう！

● 研究テーマの説明

● 研究背景 (研究動機や先行研究)

● リサーチクエスチョン

● 仮説と検証方法

分かりやすく！

明確に！

論理的に！

1チーム　発表： 5分　質疑応答： なし



今回の中間発表会の重点目標

研究の

途中経過の

自己点検

発表

スキル

向上

研究計画書(1)-(4)部分

プレゼンテーション技術



発表スライド (★Googleスライド使用)

①自分の教室の
　 フォルダを選択する。

②このファイルを
　 コピーする。

③コピーしたファイルの
　 名前を変更する。

Copy

ファイル名: A01専門的課題研究中間発表

自分のチーム番号



発表準備　スライド作成・発表原稿準備

1

2

3

4

タイトルスライドを入れて4枚以上で作成。デザインは自由。

研究テーマに

ついて、

分かりやすく

説明する。

リサーチクエスチョン

の背景や仮説の根拠

となっている事実を

述べる。

何がまだ答えの

明らかになって

いないことなのか、

自分たちが何を

解決したいのかを

明確に説明する。

仮説の根拠を

現在明らかに

なっている事実を

もとに、論理的に

説明する。

全員の 組番号 + 氏名



スライドチェックリスト ＋ 支援Gem
チェックリストの

各項目を1つずつ丁寧に確認しましょう！

自分のチームのスライドを添付



【AIの特性： 思考のパートナー】

❖ AIは「正解」を出す道具ではなく、思考のパートナーである。

❖ 研究の背景や込めた思いなど、見えない文脈はAIには読めない。

❖ 内容を最も深く理解しているのは、自分たちと指導の先生である。

【人間の役割： 主体的なブラッシュアップ】

❖ AIの助言を鵜呑みにせず、最後は自分たちの責任で判断を下す。

❖ チェックリストは最低限であり、その先の質こそが重要である。

❖ 指導の先生に助言を仰ぎ、自らの手で「納得の答え」を創り出す。

支援Gemを活用するうえでの心構え



「探究ノート」　活動記録①の記入
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前



【Step7】今後の展望
今回の研究計画による結論をふまえ、

今後の展望を述べる。

○ リサーチクエスチョンに対して

　 一定の結論が得られたチーム

　→　次に明らかにしたい

　　　新たなリサーチクエスチョンを導出

● リサーチクエスチョンに対して

　 一定の結論が得られなかったチーム

　→　仮説検証の方針の再考

　　　リサーチクエスチョンの再設定

研究報告書 

(7)部分


